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 ■□■ 最期の卒業式 ■□■ 

３月１４日（金曜日）に４月の統合で閉校となる

輪島市立三井中学校最期の卒業式に行ってきまし

た。 

  三井中では卒業生９人が保護者や教員、在校生

に見送られながら、市内唯一の木造校舎を巣立ちま

した。答辞で松本崇大君が「三井中で過ごした日々

を心の支えに、力強く生きていきます」としっかり

話されました。 

 ４月に上野台中の校舎を使用して「輪島中」が開

校し、将来は松陵中跡地に新校舎建設を予定するそ

うです。毎年三井中学生との交流がなくなるのは寂

しくて残念です。 

新しい輪島中学校に行っても頑張って下さい。そ

してたまにはあての木園にも遊びに来て下さい。 

 

□■□ 3.25 能登半島地震 □■□ 

 最大震度６強を観測し、１人が死亡、３３８人が負傷した能登半島地震は、発生から７年を迎

えました。当施設も朝礼時に職員が黙とうしました。また、当日北陸放送（ＭＲＯ）から、施設

の非常用食料品、災害用備蓄品、ライフライン（水・電気・ガス）設備、2 次避難所の福祉避難

所としての運営方法の取材を受けました。 

 当施設では一日 2ℓのペットボトルの水 102 本（204ℓ）、３日分の非常用食品、懐中電灯、延

長コード、ポリタンク、非常用食器等を用意しております。また停電時のため非常用発電機も設

置しております。２次避難所はデイサービスセンターを活用する予定です。 

 災害時にしっかりと対応できるか今後も検討が必要です。 

※災害時における応援協定について 

 平成 26 年 4 月 1 日に社会福祉法人門前町福祉会、医療法人社団輪生会、社会福祉法人寿福祉会、

楓の家株式会社、有限会社ＣＯＭ、社会福祉法人白字会、社会福祉法人健悠福祉会、中嶋レース

株式会社と災害時における高齢者福祉施設間の応援に関する協定を締結しました。 
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配食サービス 
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思 い 出 の ア ル バ ム より 
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□■□ 職員送別会 □■□ 

３月２８日に定年退職者２名（介護職員・調理

員）と退職者１名の方の送別会を行いました。

退職された皆様の今後のご活躍をお祈りいた

します。 

本当に長い間有難うございました。 
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■□■ 平成２５年度 事業所全体の評価 ■□■ 

課 題 評価 

笑顔で丁

寧なサー

ビス 

①在宅サービスの提供量の拡大できなかった。平成24年度よりサービス提供量が低下している状況。 

②自立支援介護の取組みにより、周辺症状による対応に苦慮することが少なくなった。 

③施設間実習の実績なし。 

地域支援 
①地域包括支援センターとの連携は図られたが、民生委員との連携はなかった。在宅介護支援センタ

ーの強化が必要。 

協調性の

ある組織 

①特養の男性職員の配置が高い。②社会福祉主事への助成をした。③機能訓練指導員の配置なし。 

④職員のメンタルヘルスアンケートを実施したが研修は調整できなかった。 

■□■ 特別養護老人ホーム 定員 100 名の評価 ■□■ 

課 題 評価 

笑顔で丁

寧なサー

ビス 

①医療と介護の面から個別の看取りケアを実施しモニタリングを行った。マニュアルの見直しはでき

なかった。情報共有や意見交換の工夫が必要。 

②事例検討会を通しながら食事形態の見直しと常食への検討をした結果、常食率が少し上がった 

③同じ目標、同じケア方法で自立支援を目指す必要がある。技術の統一を図る 

④季節を感じてもらえるような散歩の支援を行った 

地域支援 ①健康づくり教室で口の機能や大切さを伝えることができた ②地域の方の相談を受けた。 

協調性の

ある組織 

①新規採用職員を対象に行った。施設全体の評価や全体的な研修はできなかった。 

②研修を受けても個々の意識は中々替えることが難しい 

■□■ 平成２６年４月１日からのスタッフ一覧表 ■□■  

生 活 相 談 員 岩下佐智子（兼務）、寺田美代※（兼務）、北門辰馬※ 

介 護 支 援 専 門 員 寺田美代※（兼務）、吉森啓洲（兼務） 

看 護 職 員 木下まさみ、鬼平晶子、正武田洋子、熊谷千鶴、四谷朋子（臨時職員）、瀬戸克子（臨時職員） 

栄 養 士 三谷美貴子（管理栄養士）、齋藤あゆみ（栄養士） 

歯 科 衛 生 士 柿木陽子※（兼務） 

介 護 リ ー ダ ー 紺谷秀明※、森田としみ※ 山崎政信※、坂岸秀美※ 

副 介 護 リ ー ダ ー 白崎愛※ 宮下仁※ 

介 護 職 員 

山崎妙美、三野和恵※、畑中康則、関山克昭※、

上野まゆみ、中崎夕利子、湊拓也、干場朝勝、

北門夕佳、栃木翔太、小向遥奈、上田篤子、岩

中大輝、木下弘貴 

濱中由里※、岩下久太郎、野口章子※、干場充

子※、中済那央美、水上晃希、百成美優、中島

勝之、大塚悠矢、砂田諒太、水上華澄 

臨 時 介 護 職 員 端千津子、二山栄美子、米村奏子 島晴子、谷内あいの 

調 理 員 
平田恵、今井さち子、堂ヶ端八重子、木下真由美、中橋民子（臨時職員）、谷内喜代恵（臨時職

員）、池上幸子（臨時職員）、辻和子（臨時職員） 

臨時職員(運転手) 上村文尚 

介 護 職 員 兼 務 吉森啓洲、柿木陽子※ 

※介護職員喀痰吸引等登録者 

■□■ 苦情受付窓口のご案内 ■□■ 

苦 情 解 決 責 任 者 施設長 谷口広之
たにぐちひろゆき

 苦情受付担当者 
岩下 佐智子（いわした さちこ）・寺田美代（てらだ

みよ）・北門辰馬（きたかど たつま） 

 

皆様 宜しくお願い致します 


